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1. 紫外線制動放射等色線分光学 (逆光電子放出分光学 )

2. HyperRaman散乱による一次元強誘電体 CsH2P04の研究

3. 分子配向型相転移に対する圧力効果

4. アントラセン結晶の表面励起子ポラリトンによる発光と散乱の研究

5. 複合強化 した fm-Nb3Sn実用線材のス トレス効果に関する研究

6. 高濃度の Feを含む Fe-Zr非晶質合金の磁性

7. PbI2,Hg12のUrbach則 と励起子発光

8. 強磁場におけるMnF2の分光学的研究

9･ 準弾性光散乱による超イオン伝導体 ZrO2-Yb203の研究

10. 格子欠陥を使った融解のモデル

ll. Ho2Fe14Bの磁性

12. 多層膜超伝導体の臨界磁場

13. 反強磁性マンガン合金のネール温度の圧力効果

14. A15型化合物超伝導体 Nb3Snにおけるマルテンサイ ト変態に及ぼす

磁場効果

15. Ybf'の磁性 と伝導

16. 色覚色素の光反応

17. 格子統計における逆行列法

18. 1次元周期アンダー ソン模型の量子モンテカルロシミュレーション

19. Ce-Si-Ga系の低温比熱と敵性

20. CeNの単結晶作製 とその価数揺動状態

21. Pd,Scの核磁性

22. Ce-プニクタイ トのフェル ミ面に関する理論的研究

23. 3He-4He混合液冷却の研究

24. 収束電子回折における大角度法の開発

25･ Ce4Bi3の物性

26･ 中性子散乱によるCeCu6の研究

27. ニワトリ視物質 cDNAのクローニング

28. AuCu3型 Sm化合物の磁性 と伝導
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修士論文題 目･アブストラクト

29･ ローレンツ電子顕微鏡法によるFe3Al合金の磁区構造の研究 譲 原 肇

30. TOF中性子小角散乱による強磁性イ ンバー合金の研究 横 沢 影

o 千葉大学理学部物理学教室

1･ 協力的格子歪 を持っ希釈層状物質K2CuxZn(卜 x)F｡のラマン散乱 関 井 良 博

2. 鎖状三角形磁性体モデルにおけるフラス トレーション効果の理論的研究

3. 散逸構造におけるゆらぎの効果の研究

4. イオンビームスパ ッタ法による三元化合物薄膜の作製

1. 協力的格子歪を持つ希釈層状物質

K2CuxZn(1rx)F4のラマン散乱

丸 田 裕 三

村 井 晃

渡 辺 雅 雄

関 井 良 博

K2CuF4は2次元強磁性体として良く知 られているが, 一方では典型的な協力的格子歪を

もつ物質でもある｡この希釈系K2CuxZn(卜 x)F4の室温におけるラマン散乱の実験から,

CuF6-八面体の協力的格子歪を反映する格子振動モー ドのスペクトルが, 線幅,シフ ト(ェ

ネルギー )を不変のまま Ⅹ -0.4まで Zn2+による影響 を受けず存続することが,知 られてい

る1,2)｡ では,この協力的格子歪は温度上昇 とともにどうなるのか｡非磁性,非Jahn-Teller

イオンZn2+で希釈することにより,協力的格子歪が消失する温度は低下することが期待され

る｡

そこで,CuF6一八面体の協力的格子歪 を反映する格子振動モー ドのラマン散乱スペクトル

の温度変化を観察することにより,このことを確認した 3)｡即ち, Ⅹ-1.0(K2Cufl｡)では

CuF√ 八面体の協力的格子歪を反映する格子振動モー ドblg のラマン散乱スペクトルの散乱

強度は600℃以上でも十分大きく存続するが, Ⅹ -0.5では約 600℃で消失する｡ ちなみに

K2CuF4の協力的格子歪は,ESRなどの実験から融点 (約 830℃ )まで存在する｡
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